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・�第 385回（中部支部第98回）事業所見学会：ヤマハミュージカル
プロダクツ「世界最高峰の楽器づくりを支える技能伝承」，参加者
33名

・�第 105 回 QCサロン（日科技連大阪事務所）「新QC7つ道具を活
用した問題解決のパターン分析」今里�健一郎（ケイ・イマジン）

・�第384回事業所見学会：日立オートモティブシステムズ厚木事業所，
「日立オートモティブシステムズにおける品質・環境マネジメント」，
参加者26名

・�H27年度PCAPS研究会・QMS-H研究会成果報告シンポジウム（早
稲田大学）「医療への質マネジメントアプローチ」「PCAPSの実装・
臨床分析・社会システム構築」「医療QMSと組織的改善」，PCAPS
研究会，QMS-H 研究会，日本品質管理学会（JSQC）医療の質・
安全部会，早稲田大学共催

・�第 97回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者20名，
「リスクの話」野口�和彦（横浜国立大学大学院）

・�第 5回科学技術教育フォーラム「産官学共創のアクティブ・ラーニ
ング」（筑波大学東京キャンパス），参加者32名，基調講演：「学校
教育の新展開と問題解決教育」長尾�篤志（文部科学省初等中等教育局）

・�第 106回 QCサロン（日科技連大阪事務所）「関西大学商学部で推
進する産学連携・文理融合プロジェクト」荒木�孝治（関西大学）チー
ムA：工藤�恵一，大喜多�久子／チームB：西梶�那菜，田中�雪絵

・�第 387 回事業所見学会：JAXA筑波宇宙センター「JAXA筑波宇
宙センター宇宙開発の最前線」，参加者27名（25＋ 2），

・�第 157回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），
「ISO9001：2015改正に伴う第三者審査の質向上－ 2015年版に
対応する審査技術－」参加者103名，
特別講演「ISO9001：2015の特徴」中條�武志（中央大学）

・�第 386 回（関西支部）事業所見学会：川崎重工業（株）車両カン
パニー「川崎重工業（株）車両カンパニーにおける品質向上への取
組み～鉄道車両の耐衝突性能の向上と製造現場での品質向上活動に
ついて～」，参加者46名

・�JSQC-Std�33-001：2016「方針管理の指針」制定

・�JSQC-Std�89-001：2016「公的統計調査のプロセス－指針と要
求事項」制定

・�第 127回（中部支部）講演会（名古屋国際センター），参加者229
名，『業務効率（仕事の質）向上のための論理的伝達力』濱口�哲也（東
京大学大学院）

・�第 110回研究発表会（日科技連東高円寺ビル）発表43件，参加者
120名，チュートリアル46名，懇親会31名，チュートリアルセッ
ションＡ「グレイゾーンにおける現場技術者と設計推進者との協調
とは」田中�健次（電気通信大学）／Ｂ「持続的成功を目指して～キャ
タラー流経営品質向上の歩み～」井手�信（キャタラー）

・�第 107 回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）欧米におけるVR
（VirtualReality）の動向からQCの役割を考える－ネットとリアル
の融合－」志村�一隆（元ヤフー（株））

・�第 98回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者24名，
「英日統計科学源流談義－幕末・明治の先駆者に多大な影響を与え
た「科学の文法」のはなし－」椿�広計（JSQC会長）

・�第 389 回事業所見学会：ヤマトホールディングス羽田クロノゲー
ト「物流を通じた価値創造の拠点」，参加者30名

・�JSQC規格「プロセス保証の指針」講習会－品質はプロセスで作り
こむ－（日科技連東高円寺ビル），参加者63名，住本�守，山田�秀，
村川�賢司，入倉�則夫，中條�武志

・�第 128回（関西支部）講演会（大阪大学中之島センター），
『お客様によろこびと感動を与えるモノづくりと TQM』参加者 53
名，「TQM本格導入による経営体質の強化と現場力の向上」田淵�淳
（（株）GSユアサ），「島津製作所のモノづくり」榎本�晋虎（（株）
島津製作所）

・�第 388回（中部支部第99回）事業所見学会：ジェイテクト花園工
場「大部屋活動・小集団活動」を通じて学んだ，人財育成，参加者
28名

・�第 158回（中部支部・第35回）シンポジウム（刈谷市総合文化セ
ンター）「最良だから最強」な組織づくり～社員が共通の理念を持ち，
活き活きと活動し，成果を出せる組織にするには～，参加者148名，
基調講演『「最良だから最強」な組織づくりの定石』望月�広愛（（株）
MATコンサルティング），事例講演「人が輝く組織づくり」西�泰宏
（西精工（株））

・�第 108回 QCサロン（日科技連大阪事務所）「品質コストによる戦
略的品質マネジメント」梶原�武久（神戸大学大学院）

・�第 99回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者17名，
「東日本大震災と資格制度「地盤品質判定士」－公益社団法人地盤
工学会の活動と運営（2011－ 2015）」末岡�徹（JSQC副会長）

・�第 111回（中部支部第34回）研究発表会（名古屋工業大学），
発表17件，参加者102名

・�第 112回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表13件，参加者49名，
特別講演『光合成機能の研究と応用』蘆田�弘樹（神戸大学大学院）

・�第 159回（関西支部）シンポジウム（大阪大学中之島センター）『元
気なゲンバを創るための視点』，参加者 52名，『職場に活かすベス
トコミュニケーション～ゴードンメソッドが人生を変える～』瀬川�
文子（親業訓練協会），『製造業の若手採用応援PRJゲンバ男子に
みる「ものづくりはひとづくり」』山野�千枝（大阪産業創造館）

・�第 160回シンポジウム「開発・設計に必要な統計的品質管理」（日
科技連東高円寺ビル），参加者78名
「開発初期における設計品質のつくり込み－技術的知見の集約と活
用を通じた未然防止の実践－」江口�真（トヨタ自動車（株）），「スパー
スモデリングの方法－高次元回帰分析法－」荒木�孝治（関西大学），
「スパースモデリングの方法－社内教育と適用成果－」吉野�睦（デン
ソー），「工程能力について再考する」仁科�健（名古屋工業大学），「統
計的ものの見方・考え方を定着させるしくみ・体制」小杉�敬彦（トヨタ
自動車（株）），パネルリーダー永田�靖（早稲田大学）

・�第 109回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「継続的な品質教育
体制の強化による品質風土の向上」太田�茂雄（ローム（株））

・�第 100回記念クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者
50名，「これからの“一流”」飯塚�悦功（東京大学），「これからの
日本の品質管理」大久保�尚武（積水化学工業），「これからの自動車
産業のグローバル経営と品質」大沼�邦彦（日立オートモティブシス
テムズ），「これからの人づくり」前田�又兵衞（元前田建設工業），
「これからの TQM」「隣国関係」と「e-commerce の品質保証」
を中心に狩野�紀昭（東京理科大学）

・�第 390 回事業所見学会：ANAグループ安全教育センター ASEC
「ANAグループの「安全」の取り組み」，参加者19名

・�第 46回年次大会（名古屋工業大学）発表数39件，参加者�151名
（うち受賞者4名），懇親会36名
工場見学：A- 三菱重工（株）MRJ小牧南工場／B-（株）メイド－
三好工場，参加者A：35名，B：6名
会長講演「日本を代表する品質に関わる緩やかな連携組織の構築と
JSQCの役割」椿�広計（統計センター）
・�会長　椿�広計
・�名誉会員　飯田�修平（練馬総合病院），大久保�尚武（積水化学工
業（株）），細谷�克也（（株）品質管理総合研究所）
・�顧問　大久保�尚武（積水化学工業（株）），中條�武志（中央大学）
・�研究奨励賞　齋藤�喜允（中央大学�／現（株）リコー）『多数の内
職者を含む調達・外部委託においてRCAを行うための方法の提案』
著者：齋藤� 喜允／青木� 晃／新井� 康由／中條� 武志「品質」
Vol.46，No.2，pp.72-85（2016）
・�品質技術賞　細島�章（東林コンサルティング　元�アズビル金門
（株））『生産ラインのヒヤリハットや違和感に関する気づきの発信・
受け止めを促進するワークショップの提案』著者：細島�章「品質」
Vol.46，No.3，pp.83-93（2016）
・�品質管理推進功労賞　石山�一雄（シックスシグマ品質研究所／元
（株）東芝／東芝シグマコンサルティング（株）），鬼頭�靖（アイ
シン精機（株）），髙木�美作恵（（一財）日科技連／元�シャープ（株））
・�Activity�Acknowledgment 賞　山下�雅代（電気通信大学）

・�JSQC規格「方針管理の指針」講習会　変化への対応の切り札－方
針管理による改善 ･革新を促進する（日科技連東高円寺ビル），参
加者58名，住本�守，熊井�秀俊，村川�賢司，永原�賢造，荒井�秀明，
光藤�義郎，（パネル）伊藤�要蔵，飯塚�裕保，中條�武志

・�「第 17回安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショップ
（筑波大学東京キャンパス）－信頼を得るための方法－，参加者 64
名，「原子力に対する信頼・理解の醸成」首藤�由紀（社会安全研究所），
「リスク管理組織に対する人々の信頼」中谷内�一也（同志社大学），「品
質・安全問題と信頼」伊藤�誠（筑波大学）

・�第 391 回事業所見学会：花王すみだ事業場「花王における品質保
証活動の取り組み－よきモノづくりの核心－」，参加者20名

・�第 101回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者24名，
「IoT の基本的考え方と今後の方向性」浅羽�登志也（（株）IIJ イノベー
ションインスティテュート）

・�第 393回（関西支部）事業所見学会：イトーキ寝屋川工場
「（株）イトーキにおける生産性向上および品質改善の取組み」，参
加者25名

・�第 110回 QCサロン（日科技連・大阪事務所）「部課長スタッフの
ための生産性向上と問題解決における考え方」猪原�正守（大阪電気
通信大学）

・�第 392回（中部支部第100回）事業所見学会：大垣共立銀行『サー
ビスの真髄』，参加者20名

・�H28 年度QMS-H 研究会成果報告シンポジウム（早稲田大学）「組
織で保証する医療の質QMSアプローチ」QMS-H 研究会，JSQC
医療の質・安全部会，早稲田大学共催

・�第 6回科学技術教育フォーラム「科学技術立国を支える問題解決教
育－社会との共創による新教育課程の実現－」（電気通信大学），参
加者77名，基調講演「社会に開かれた教育課程の実現」長尾�篤志
（文部科学省）

・�第 111回 QCサロン（日科技連・大阪事務所）「東南アジアにおけ
るローカル人材育成について－品質教育事例を通じて－」杉谷�浩成
（住友電気工業（株））

・�第 102回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，
「自動運転社会実現への道」久村�春芳（日産自動車（株））

・�第 394 回事業所見学会：日産車体湘南工場「日産車体（株）の品
質への取り組み」，参加者25名

・�第 395 回（関西支部）事業所見学会：神戸酒心館「日本の伝統的
ものづくりと近代化による高品質の実現」，参加者27名

・�第 113回研究発表会（日科技連東高円寺ビル）発表35件，参加者
126名，チュートリアル75名，懇親会43名，チュートリアルＡ：
「品質・安全問題と信頼」伊藤�誠（筑波大学），Ｂ「ビジョン達成に
向けた独自のTQM推進」米岡�俊郎（トヨタ自動車九州）
・�優秀発表賞　伊藤�由紀美（Y&I ジャパン）『日本のファッション
業界における顧客価値（考察）－伝統と文化／社会性を考慮した
革新による，クールな感性品質の追求－』，大久保�豪人（早稲田
大学）『γダイバージェンスに基づくMT法』，小谷野�圭子（東京
都医療保健協会練馬総合病院）『注射三点認証の確実な実施に向け
て』，下野�僚子（東京大学）『臨床検査の質保証のための力量評価
システムの構築－力量向上に有効な評価項目の導出と運用－』，舟
橋�京平（名古屋工業大学）『2水準過飽和計画における改良版ボッ
クス・メイヤーメソッド』

・�第 46年度臨時総会（日科技連東高円寺ビル）
定款・規程等改定にあたって　会長　椿�広計

・�第 112回 QCサロン（日科技連・大阪事務所）「積水化学グループ
におけるモノづくり教育研修体系の再構築と推進」熊田�あゆみ（積
水化学工業（株））

・�第 103回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者21名，
「発見力－トヨタで学んだ“発見”をGD3問題解決プロセスに展開
－」吉村�達彦（GD3コンサルティング）

・�第 163回（関西支部）シンポジウム（大阪大学中之島センター）
『現場に役立つビッグデータ活用方法』，参加者73名，『なぜ企業は
データ分析を活用できないのか？～ IoT を活用した業務改革を成功
させるポイント～』河本�薫（大阪ガス（株）），『サービス業におけ
るビッグデータの活用～サービス工学による労働生産性の向上～』
新村�猛（がんこフードサービス（株））

・�第 396 回（中部支部）事業所見学会：三菱重工業「防衛・宇宙製
品の製造工程における『技能伝承』」，参加者40名

・�第 131回（関西支部）講演会（大阪大学中之島センター）『新製品
開発を巡るグローバルレギュレーションに関わる我が国企業の課題
－市場品質・設計品質追求における最先端事情－』，参加者38名，
「F1レギュレーションと技術の変遷」田中�尋真（（株）本田技術研
究所），『食品新素材の開発と国内外のレギュレーション対応－私た
ちの経験から－』栗木�隆（江崎グリコ（株））

・�第 162回（中部支部・第36回）シンポジウム（名古屋工業大学）
「IoT 時代の「つながる工場」における生産性向上と品質管理～生産
システムの流れを理解し，どのように IoT を活用するのか～」，参
加者150名，
基調講演：IoT 時代の「つながる工場」の動向　日比野�浩典（東京
理科大学）

・�第 397回事業所見学会：コニカミノルタ丸の内オフィス
「働き方改革」，参加者16名

・�第 113回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「ダイキン工業中国
現地法人における人機軸の品質人材育成の取組み」泉�茂伸（大金空
調上海有限公司）

・�第 104回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者20名，
「多目的設計探査」大林�茂（東北大学）

・�第 114回（中部支部第35回）研究発表会（名古屋工業大学），
発表14件，参加者84名，

・�ミニ講演会（中部支部・日本規格協会名古屋支部），参加者26名，
「高品質と開発期間半減は両立できる」長谷部�光雄（のっぽ技研）

・�JSQC-Std�33-001（E）2016「方針管理の指針」（英語版）制定

・�第 115回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表 14件，参加者 51名，特別講演『滋賀大学で始まったデータ
サイエンティストの組織的育成』竹村�彰通（滋賀大学データサイエ
ンス教育研究センター）
・�最優秀発表賞　大久保�豪人（早稲田大学）『MTシステムによる高
次元データ解析』
・�優秀発表賞　清水�貴宏（パナソニック（株）オートモーティブ＆
インダストリアルシステムズ社）『平面構造ならびに立体構造部品
等の傾向管理について～3D管理図の提案～』，小川�昭（目白大学）
『複数の加工形状プロファイルデータの解析』

・�第 161 回シンポジウム「製造業のサービス化」参加者 56名，（日
科技連東高円寺ビル），
基調講演１「価値共創に向けた顧客との信頼を築くサービスマネジ
メント」清水�美欧（日本電気），基調講演２「モノづくりからコト
づくりへの変革の取組み」伊藤�豊次（コニカミノルタ（株））

・�第 114回 QCサロン（日科技連・大阪事務所）「将来の日本を背負
う人財をどう育てるか－TQMを通して－」太田�雅晴（大阪市立大
学大学院）

・�JSQC規格「日常管理の指針」講習会－日常管理の本質を学ぶ－，（日
科技連東高円寺ビル）参加者 52名，安藤�之裕，永原�賢造，平林�
良人，中條�武志，新倉�健一

・�JSQC-Std�41-001：2017「品質管理教育の指針」制定

・�第 47回年次大会（統計数理研究所）発表31件，参加者140名（う
ち受賞者1名），懇親会54名
「オープンイノベーションによる価値共創～「ものづくり」「サービ
ス」「ICT」のエクセレンスを包含したマネジメントのクオリティ向
上～」小原�好一（前田建設工業（株））
・�会長　椿�広計
・�名誉会員　岩崎�日出男（近畿大学），大沼�邦彦（日立オートモティ
ブシステムズ（株））
・�品質技術賞　佐々木�市郎（アルプス電気（株））『「JIS�Z�9090」
が適用できない場合の校正周期最適化－ピンゲージの場合－』著
者：佐々木�市郎／高�文靜／王�喜鳳「品質」Vol.46，No.4，
pp.95-100（2016），前田�誠（前田コンサルティング）『T法（１）
の考え方を利用した新しい回帰手法の提案』著者：前田�誠「品質」
Vol.47，No.2，pp.71-80（2017）
・�品質管理推進功労賞　上窪�均（（有）KMI），齊藤�雅也（医療法人
香徳会�関中央病院），須加尾�政一（Q&SGA研究所／元�コニカミ
ノルタ），鱠谷�佳和（（株）村田製作所），橋本�進（元（一財）日
本規格協会），山本�和芳（積水化学工業（株））
・�優秀発表賞　浅沼�和志（長野工業高等専門学校）『現場組織が生
み出す製品品質実現に関する一考察』，今井�徹（総合研究大学院
大学）『モデルの妥当性評価のための複雑性の推定』，國川�良明（東
京理科大学）『更新型管理線による Self-Starting 管理図』，髙橋�
良輔（早稲田大学）『災害時における病院のリスクアセスメント及
び施策立案方法に関する研究』

・�「第 18回安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショップ
（筑波大学東京キャンパス），参加者44名，「安全文化とマネジメン
トシステム，リスクマネジメントの連携」倉田�聡（原子力安全推進
協会），「医療分野における安全文化の測定と醸成の取り組み」種田�
憲一郎（国立保健医療科学院），「建設業における TQMの実践と全
員参加の実現」小原�好一（前田建設工業（株））

・�JSQC-Std�001：2018「品質管理用語」改定

・�第 398 回（関西支部）事業所見学会：川村義肢「川村義肢（株）
における義肢・装具の製作工程と改善活動の取組み」，参加者30名

・�第 115回 QCサロン（大阪・新藤田ビル）「経営成果創出に繋がる
統計的方法論の活用と課題」清水�貴宏（パナソニック（株）AIS 社）

・�第 400回（中部支部第 102回）事業所見学会：ミツカングループ
本社「食品会社（ミツカン）の品質保証（食酢の官能検査体験つき）
～買う身になって�まごころこめて�よい品を～」，参加者23名

・�第 105回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者21名，
「ISO9001 の移行の遅れの原因とその対応策」福丸��典芳（福丸マ
ネジメントテクノ）

・�緊急シンポジウム（早稲田大学）「“品質立国日本”を揺るぎなくす
るために～品質不祥事の再発防止を討論する～」参加者 234 名，
基調講演「組織における人の不適切な行動とその未然防止」中條�武
志（中央大学，日本品質管理学会元会長），特別講演「トヨタにお
ける生産を止める事の意味」佐々木�眞一（トヨタ自動車（株），日
科技連�理事長）

・�H29年度QMS-H研究会成果報告シンポジウム（早稲田大学）
「組織で保証する医療の質�QMSアプローチ」�
特別講演�「QMS-H推進の次なるステップ～日常管理体制の確立と
組織的改善の展開～」飯塚�悦功（東京大学）

・�第 399回事業所見学会：味の素川崎工場
「一家に必ず見かける“味の素”の商品力を学ぶ」，参加者26名

・�JSQC規格「品質管理教育の指針」講習会－ TQMの実践に必要な
人材を育てる－，（日科技連新宿本部）参加者 93名，安藤�之裕，
古谷�健夫，荒井�秀明，永田�靖，村川�賢司，光藤�義郎，パネル：
武石�健嗣），中島�宣彦，藤本�眞男，中條�武志

・�第 7回科学技術教育フォーラム「科学技術立国を支える問題解決教
育－次期学習指導要領の目指す人と社会－」（電気通信大学），参加
者 78名，招待講演「次期学習指導要領で目指すもの」「高等学校�
数学�改訂の基本的な考え方」長尾�篤志（文部科学省），「高等学校�
情報�改訂の基本的な考え方」鹿野�利春（文部科学省），「新時代の
問題解決教育の理念と方法」「次世代のための算数数学科の授業づ
くり」西村�圭一（東京学芸大学），「問題解決における目的設定の理
念と方法」鈴木�和幸（電気通信大学大学院）

・�第 106回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者22名，
「QFDと上手く付き合うためのコツ」永井�一志（玉川大学）

・�第 116回 QCサロン（大阪・新藤田ビル）「日本的品質管理の振り
返り－ものづくりに45年間，従事した体験から－」長崎�俊夫（元�
住友電気工業（株））

・�第 107回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者20名，
「目からウロコの統計学－データの溢れる世界を生き抜く15の処方
箋－」廣野�元久（（株）リコー）

・�第 116回研究発表会（日科技連東高円寺ビル），発表29件，
参加者95名，チュートリアル55名，懇親会27名
チュートリアルA：「新QC七つ道具活用による未来洞察と問題設
定から解決へ」猪原�正守（大阪電気通信大学�），B：「ものづくりの
科学：Factory�Physics － Factory�Physics と日本的アプローチ
の強み・弱み，そして IoT に向けて－『現代オペレーションズ・マ
ネジメント』4章から」圓川�隆夫（職業能力開発総合大学）
・�優秀発表賞　石川�奈那（東京大学）『データを利活用した学校健
診システムの構築～思春期の影響を考慮した問題判定ロジックの
開発～』，小茂田�岳広（東京工業大学）『2値入出力系で計量値を
観測する場合の有意差検定』，永井�雅人（東京理科大学）『Kinect
センサーによる原因系データを用いたQC問題解決体験学習教材
の開発』

・�第 47年度臨時総会（日科技連東高円寺ビル）
公益財団法人移行についての報告／定款改定ほか　会長�小原�好一

・�第 401回事業所見学会：トヨタ自動車東日本本社・宮城大衡工場
「トヨタの東日本の要塞で今何が起きているかを確認する」，参加者
34名，講演「問題解決の実践：働く喜びに溢れる社会を目指して」
古谷�健夫（トヨタ自動車（株））

・�JSQC規格「日常管理の指針」講習会（宮城・トークネットホール
仙台），参加者16名，平林�良人�

・�第 402 回（関西支部）事業所見学会：アサヒビール（株）吹田工
場「アサヒビールにおける製品開発および品質管理の取組み」，参
加者30名

・�第 117回 QCサロン（大阪・新藤田ビル）「組織の質を考える－あ
る自動車ディーラーの取り組み－」山田�伊知郎（桃山学院大学）

・�第 403回事業所見学会兼ワークショップ（山形・かみのやま温泉）�
「日本で常に上位ランキングされているサービスの本髄を探る－日
本のおもてなしの真髄を体験する－」，参加者5名

・�第 404回（中部支部第 103回）事業所見学会：岐阜・松波総合病
院「病院における品質管理について」，参加者24名

・�JSQC規格「方針管理の指針」講習会－方針管理によって改善・革
新を促進する－（東京・日科技連東高円寺ビル），参加者45名，安
藤�之裕，村川�賢司，永原�賢造，荒井�秀明，光藤�義郎，パネル：
伊藤�要蔵，飯塚�裕保，熊井�秀俊，中條�武志

・�JSQC規格「方針管理の指針」講習会－方針管理によって改善・革
新を促進する－（福岡・カンファレスASC），参加者 14名，村川�
賢司

・�第 108回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者16名，
「QCサークル活動の再考と小集団改善活動の活性化」久保田�洋志
（広島工業大学）

・�第 164回（関西支部）シンポジウム（大阪大学中之島センター）『し
なやかな現場をめざして～安全マネジメントの新しい考え方「レジ
リエンス」を知る～』，参加者56名，『�「失敗を防ぐ」から「成功を
続ける」マネジメントへ～しなやかな現場力を創るには～』芳賀�繁�
（社会安全研究所），『“しなやかさ”を実現する組織のあり方～レジ
リエンス，高信頼性組織の観点から～』長谷川�尚子（電力中央研究所）

・�第 165 回（中部支部・第 37回）シンポジウム（名古屋工業大学）
「ヒューマンエラーのしくみを考える～「失敗学」の観点と「労働
災害」「医療現場」の実例を通して～」，参加者106名
基調講演「ヒューマンエラーのしくみを考える」飯野�謙次（特定非
営利活動法人�失敗学会），事例講演『労働災害の事例から「ヒュー
マンエラー防止」を考える』三国�外喜男（社会保険労務士法人�丸
の内労務管理事務所），事例講演「医療現場で発生するエラーとそ
の対策」長尾�能雅（名古屋大学医学部附属病院）

・�JSQC規格「プロセス保証の指針」講習会－品質はプロセスで作り
こむ－（日科技連東高円寺ビル），参加者44名，安藤�之裕，山田�秀，
村川�賢司，入倉�則夫，中條�武志

・�第 132 回（関西支部）講演会（大阪大学中之島センター）『「方針
管理」と「日常管理」－日本品質管理学会規格に学ぶ－』，参加者
60名，『日常管理の本質を考える』古谷�健夫（トヨタ自動車），『方
針管理による変化への対応』安藤�之裕（TQMコンサルタント）

・�第 129回講演会（日科技連東高円寺ビル），
「技能科学：ものづくりの技能を科学する」参加者 44名，「技能科
学と品質管理」圓川�隆夫（職業能力開発総合大学校），「身体性認知
科学による技能の解明」不破�輝彦（同　大学校）／塚崎�英世（同
大学校），「国際技能五輪における技の見える化」菊池�拓男（同　大
学校），「AR，VRを用いた技能伝承のスピード化」西澤�秀喜（同　
大学校），「構造損傷検出の技の科学的見える化」遠藤�龍司（同　大
学校），「金型製作の匠の技の見える化と e教材開発」丹�敦（同　大
学校）

・�JSQC規格「日常管理の指針」講習会―日常管理の本質を学ぶ―，�
（広島工業大学）参加者24名，中條�武志

・�第 117回（中部支部第36回）研究発表会（名古屋工業大学），
発表12件，参加者55名，

・�サービスエクセレンス部会／生産革新部会キックオフフォーラム（東
京大学・福武ラーニングシアター），参加者66名（内一般参加24名），
「社会大変革の先にある未来を拓く「品質革新戦略」の追究に向けて」
基調講演　江崎�浩（東京大学）

・�第 405回事業所見学会：いすゞ自動車藤沢工場＆いすゞプラザ「い
ま，商用車がおもしろい！―バスやトラックが乗用車以上のクオリ
ティになる時代―」，参加者11名

・�第 118回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表 10件，参加者 50名，特別講演『製造現場でAI（機械学習）
は本当に何ができるのか？』小野田�崇（青山学院大学）
・�優秀発表賞　山田�大介（パナソニック（株）AIS 社）『多岐にわ
たる現象をモデル化するための方法論の研究～階層型判別分析に
よる欠陥現象のモデル化～』

・�第 109回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者17名，
「＜ 5ゲン主義＞�語り継ぐものづくりの哲学　問題の本質を正しく
とらえる技術者，管理者たれ」古畑�慶次（デンソー技研センター）

・�第 133回（中部支部）ミニ講演会（日本規格協会名古屋支部セミナー
ホール）「未来の品質から探る品質活動の未来」，参加者24名，
椿�広計（独立行政法人統計センター）

・�第 406事業所見学会：北九州市・安川電機みらい館「“メカトロニ
クス”というコンセプトをはじめて提唱したのは，YASKAWAで
す」，参加者11名

・�第134回講演会（日科技連新宿本部）『レジリエンス工学の最前線�“想
定外”に備えるために』，参加者23名

・�第118回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「管理図の異常判定ルー
ルの確率計算－付録の8ルールを，より厳密にしよう－」稲葉�太一
（神戸大学）

・�JSQC規格「小集団改善活動の指針」講習会―小集団改善活動を推
進する―（中央大学），参加者30名，中條�武志，玉浦�賢二，中野�至，
山田�佳明，羽田�源太郎，大藤�正（パネル）

・�第 407 事業所見学会：キッコーマン野田工場「100年企業の品質
を体感する」，参加者10名

・�第 110回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者19名，
「経営力向上のために ISOを使いこなす方法－認証取得は目的では
なく，経営の選択肢－」青木�恒享（テクノファ）

・�第 48 回年次大会（大阪・関西大学）発表 32件，参加者 113 名，
懇親会21名
事業所見学会：Ａ京都（株）GSユアサ�本社産業電池工場，Ｂ（株）
ハイドロエッジ＆関西電力（株）堺太陽光発電所，参加者A：13名，
B：5名
新会長講演「学会の改革と50周年に向けて」棟近�雅彦（早稲田大学）
・�会長　小原�好一
・�名誉会員　飯塚�悦功（東京大学）
・�顧問　大久保�尚武（積水化学工業（株）），小原�好一（前田建設工
業（株）），椿�広計（統計センター）
・�最優秀論文賞　黒木�学（横浜国立大学大学院），松浦�峻（慶應義
塾大学）『Predictive�Principal�Variable�Selection�for�Linear�
Regression�Analysis』「品質」Vol.�48，No.1，pp.90-104（2018）
・�研究奨励賞　神山�紘樹（早稲田大学）『ロバスト・パラメータ設
計を用いた最適株式ポートフォリオ選択』著者：神山�紘樹／永田�
靖「品質」Vol．48，No．3，pp．64-75（2018）
・�品質技術賞　東�弘之（（株）ベリサーブ）『要求仕様曖昧度を用い
たソフトウェア欠陥分布の推測手法』著者：東�弘之／西�康晴「品
質」Vol．48，No．3，pp．53-63（2018）
・�品質管理推進功労賞　川西�哲詩（（株）岩崎電機製作所），永井�庸
次（（株）日立製作所�ひたちなか総合病院），久野�靖治（ひさの中
小企業診断士事務所／元�新日本製鐵（株）），廣野�元久�（（株）リコー）
・�優秀発表賞　香西�瑞穂（東大阪病院）『医療の質マネジメントシ
ステム監査研究会報告：ISO�9001：2015 の特徴をふまえた医
療QMS監査視点の導出に関する研究』，佐々木�国大（青山学院大
学）『最適な実験計画と欠測がある場合の分析精度の定量化～実在
する製品に対する消費者の購入意欲に影響する要因の抽出を例に
～』，平田�大之（早稲田大学）『従来の転倒転落事故の分析方法に
おける課題とその改善策』，藤原�康平（慶應義塾大学）『中心複合
計画において欠損がある場合の推定精度に関する研究』
・�Activity�Acknowledgment 賞　大久保�豪人（早稲田大学）

・�第 408 回事業所見学会：神奈川・富士ゼロックス竹松事業所�
「富士ゼロックスにおける生産革新活動を学ぶ－設備を止めないた
めの予兆管理のすすめ－」，参加者8名

・�第 166 回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），「人材育成にお
けるQC検定利活用」参加者76名，
基調講演「品質管理検定のこれまでとこれから：社会人に必要な
QCの知識と力量」椿�広計（統計センター），「品質管理検定（QC
検定）の概要と現状」稲葉�善彦（品質管理検定センター），事例講
演「品質管理検定（QC検定）の概要と現状」西山�雄一郎（（株）
コロナ），「コマツウェイの実践による人材育成“QC検定の利活用”」
荒井�秀明（コマツ），「（株）GSユアサでのQC検定活用の広がり」
和根�崎誠（（株）GSユアサ），「茅野・産業振興プラザにおけるQC
検定の利活用」久保山�貴博（茅野・産業振興プラザ）

・�「第 19回安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショップ
－情報・知識の共有による安全・安心の確保（筑波大学東京キャン
パス），参加者 17名，「品質賞受賞組織に見る，情報・知識の共有
による安全・安心の確保」中條�武志（中央大学），「災害時の安否確
認システム－成功のポイントと難しさ」妹尾�義之（構造計画研究所），
「災害時の安否確認システム－成功のポイントと難しさ」妹尾�義之
（構造計画研究所）

・�JSQC規格「品質管理教育の指針」講習会　―TQMの実践に必要
な人材を育てる―（日科技連新宿本部），参加者59名，安藤�之裕，
中條�武志，荒井�秀明，永田�靖，村川�賢司，光藤�義郎，パネル：
武石�健嗣，中島�宣彦，藤本�眞男

・�第409回事業所見学会：東京メトロ人事部総合研修訓練センター「東
京メトロ流　部門横断訓練を学ぶ」－安心，安全を実現するために，
東京メトロでは，学ぶために，「現場」と「心」を用意しています－，
参加者30名

・�第 119回 QCサロン（大阪・新藤田ビル）「コンテック小牧事業所
における IoT 導入の活動について」服部�和則（（株）コンテック）

・�特別座談会「TQM推進の勘所」（先人の知恵を借りる）（東京都市
大学），参加者45名，品質不祥事はなぜ起きるのか？～明日から活
用できる�先人の TQMの知恵を学ぶ～中條�武志（中央大学），荒井��
秀明（小松製作所），古谷�健夫（トヨタ自動車），光藤�義郎（文化
学園大学），村川�賢司（前田建設工業（株））

・�第 410回（中部支部）事業所見学会：愛知・プライムツリー赤池「大
型商業施設のサービスの質向上」，参加者22名

・�H30年度QMS-H研究会成果報告シンポジウム（早稲田大学）
「各職種が考える“QMS導入・推進時の課題と工夫”」

・�第 111回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者12名，
「品質を核にする人材育成の教育を実践するには」村川�賢司（前田
建設工業（株））

・�第 414回事業所見学会：日立製作所ヘルスケア柏事業場日立グルー
プが持つ革新的な技術を学ぶ－誰もが健康で安心・安全に暮らせる
社会の実現に日立の全精力で貢献します－，参加者16名

・�第 8回科学技術教育フォーラム「日立グループが持つ革新的な技術
を学ぶ－誰もが健康で安心・安全に暮らせる社会の実現に日立の全
精力で貢献します－」（電気通信大学），参加者59名，招待講演「社
会の大変革を乗り切るための次世代教育への期待」浅羽�登志也（日
本品質管理学会），「新学習指導要領“数学科”の円滑な実施に向けて」
長尾�篤志（文部科学省），「新学習指導要領“情報科”の円滑な実施
に向けて」鹿野�利春（文部科学省），「教育用標準データセット
（SSDSE）を利活用した教材の提案」山下�雅代（（独）統計センター）

・�第 120回 QCサロン（大阪・新藤田ビル）「IT 技術を用いた自動検
査装置の開発事例」西野�真弥（（株）岩崎電機製作所）

・�第137回講演会『皆さま，何かISO�9001を誤解されていませんか？
ISO運用の“大誤解”を斬る ! －マネジメントシステムを最強ツー
ルとするための考え方改革－』（日科技連東高円寺ビル），参加者
107名，「誤解を紐解く解説－その 1」金子�雅明（東海大学），「誤
解を紐解く解説－その 2」平林�良人（テクノファ），「QMSの本質
を極め，経営革新につなげる」飯塚�悦功（東京大学）

・�JSQC-Std�22-001「新製品・新サービス開発管理の指針」制定

・�第 415 回事業所見学会：日立ビルシステム日立ビルソリューショ
ン -ラボ　日立グループの革新的な技術を学ぶ－“あなたを思いや
ること，心地よくすること”を実現するために－，参加者7名

・�第 119回研究発表会（日科技連東高円寺ビル）発表42件，参加者
120名，チュートリアル49名，懇親会41名
チュートリアルA「私が実践した日立オートモティブシステムズ（株）
における品質経営“品質（信頼）なくして事業なし”の信念のもと，
顧客に評価されるグローバル品質の実現をめざし」大沼�邦彦（日立
オートモティブシステムズ），B「東京メトロにおける安全安心文化
の醸成－人財育成を通じて－」川上�幸一（東京地下鉄）
・�優秀発表賞　小田嶋�優（電気通信大学）『変化する環境要因を考
慮したマルチユニットシステムの機会保全に関する研究』，梶原�
千里（静岡大学）『災害時の医療継続に向けた組織機能構造関係表
の導出』，金丸�宏之（早稲田大学）『単純繰り返し作業におけるマ
インドワンダリングの生起』，永島�未央（慶應義塾大学）『ガウス
過程回帰による逆推定のコンピュータ実験への適用に関する研究』

・�第 121回 QCサロン（大阪・新藤田ビル）｢（株）GSユアサ産業電
池生産本部における IT の導入事例｣ 萬矢�修一（（株）GSユアサ）

・�第 416回事業所見学会：日本マクドナルド・スタジオM「フードサー
ビスの最前線を体験する笑顔こそが，私たちの誇りであり，喜びで
す。」，参加者30名

・�第 135回（関西支部）講演会（大阪大学中之島センター）『モノづ
くり事業におけるAI・IoT 技術の活用と将来展望』，参加者 71名，
講演 1『�製造業におけるデータサイエンスの役割�』竹村�彰通（滋
賀大学），講演2『機械学習がモノづくりにもたらす変革あるいは原
点回帰』伊地知�晋平（Data�Robot�Japan（株））

・�「第20回安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショップ（筑
波大学東京キャンパス），参加者80名，安全に寄与する組織文化の
核心とは－リーダーシップ・マネジメントの視点から－「事業者に
おける安全に寄与する組織文化の醸成に向けた実践」古濱�寛（東京
電力），「新検査制度における安全文化ガイド」瀧田�雅美（原子力規
制庁），「安全に寄与する組織文化のアセスメント」越前�正浩（JANSI）

・�第 412回（中部支部第 105回）事業所見学会：愛知・安城自動車
学校「地域に寄り添ったおもてなし経営の実践」，参加者13名

・�第 411 回（関西支部）事業所見学会：京都・川島織物セルコン市
原事業所「（株）川島織物セルコンにおける伝統技術継承とモノづ
くりの取組み」，参加者30名

・�第 112回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者22名，
「相関とは違うのだよ！相関とは！ by�因果関係」黒木�学（横浜国
立大学大学院）

・�第 417 回事業所見学会：山口・日立制作所鉄道ビジネスユニット
笠戸事業所「日立グループが持つ革新的な技術を学ぶ－つくるとき
から環境に配慮－」，参加者10名

・�JSQC規格「方針管理の指針」講習会－方針管理によって改善・革
新を促進する－（広島工業大学），参加者 17名，村川�賢司（村川
技術士事務所）

・�第 167回（中部支部・第38回）シンポジウム（名古屋工業大学），
参加者89名，基調講演「すべては2Sから」仁科�健（愛知工業大学），
事例講演「気付いて実行する力を高める」古橋�智久（東海旅客鉄道
（株）），「鉄鋼業での異常検知実例のご紹介」溝口�浩二（日本製鉄
（株）），「ポジティブアプローチを基本とする品質マインド醸成のた
めの品質小集団活動のシステム化」土屋�満智子（丸善石油化学（株））

・�第 138回講演会（日科技連東高円寺ビル），「これならできる ! 未然
防止型QCストーリー」参加者60名，
「起こりそうな問題」をこうして事前に防ぐ「未然防止型QCストー
リー」中條�武志（中央大学）

・�第 113回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者13名，
「ものづくりの IT化と IoT化－皆さまの組織ではどのように IT化と
IoT 化に取り組んでいますか－｣ 古川�慈之（産業技術総合研究所）

・�サービスエクセレンス部会／生産革新部会第6回知識共有会（東京
大学）「CASE という自動車業界に多大な影響を与える環境変化の
中で，いかに生き残っていくか」講演「CASEという自動車業界に
多大な影響を与える環境変化の中で，いかに生き残っていくか」山
本�昭雄（トヨタ自動車（株））

・�第 136回（中部支部）ミニ講演会（日本規格協会名古屋支部セミナー
ホール），参加者18名，「鉄道の安全とヒューマンファクター研究」
河合�篤（西日本旅客鉄道（株））

・�第 122 回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「IoT を用いた給湯
機器の保全対策」江上�豊彦（（株）ノーリツ）

・�第 120回（中部支部第37回）研究発表会（名古屋工業大学），
発表15件，参加者53名

・�第 418 回事業所見学会：宮城・積水ハウス東北工場「私たちの目
標…最高の品質と技術お客様に住宅を提供するプロセスを学ぶ，参
加者19名

・�第 413 回（関西支部）事業所見学会：大阪・独立行政法人造幣局
本局「造幣局における最先端技術の貨幣製造と改善の取組み」，参
加者35名

・�JSQC規格「方針管理の指針」講習会－方針管理によって改善・革
新を促進する－（宮城・エル・ソーラ仙台），参加者 6名，村川�賢
司

・�第 168回（関西支部）シンポジウム（大阪大学中之島センター），
『顧客価値向上に必要な人材を育てるためのアイデア』参加者45名，
講演1『【良いモノづくりですね】って言って頂ける業務改革が行え
る従業員育成を目指して～パナソニック ･IS 社でのモノづくり改善
育成のご紹介～』清水�貴宏（パナソニック（株）インダストリアル
ソリューションズ社），
講演 2『関西電力における業務変革と人材育成の同時達成教育プロ
グラム～「実務スタッフコース」のご紹介』飛田�聡（関西電力（株））

・�第 121回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表12件，参加者38名，特別講演��『「データマネジメント夜明け
前」を題材に学ぶ』吉田�道弘（岡山大学病院　新医療研究開発セン
ター）

・�第 114回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者13名，
「リスクマネジメントの品質管理への適用」－ JIS�Q�31000：
2019「リスクマネジメント－指針」の改正に伴って－野口�和彦（横
浜国立大学�大学院）

・�第 123回 QCサロン（日科技連・大阪事務所）「輸送環境ストレス
に対する信頼性管理と IoT 導入」青木�雄一（エスペック（株））

・�第 420 回事業所見学会：ライオン小田原工場「ライオンにおける
品質革新技術を探る－誰もが使用し目にするライオン製品の誕生メ
カニズムとは－」，参加者22名

・�JSQC規格「新製品・新サービス開発管理の指針」講習会―顧客・
社会のニーズをもとに新たな価値を創造する―（日科技連東高円寺
ビル），参加者50名，平林�良人，永原�賢造，香村�求，中條�武志，
山本�和芳，秋田�正弘，丸山�一彦，渡辺�喜道，パネル：斉藤�忠，
古谷�健夫他講師

・�第 115回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者20名，
「品質保証体制強化のための IoT 活用の実践」山田�浩貢（アムイ）

・�第 49回年次大会（早稲田大学）発表�41件＋企画セッション1，
参加者162名，情報交換会73名
報告講演『1. 不祥事の緊急メッセージ「品質立国日本再生」に向け
ての提言の意図説明　2. 品質誌あり方検討 WG の中間報告　
3.JSQC創立 50周年に向けた学会名称変更に関する会員アンケー
トについて』棟近�雅彦（会長）
・�会長　棟近�雅彦
・�顧問　大久保�尚武（積水化学工業（株）），小原�好一（前田建設工
業（株）），椿�広計（統計センター）
・�最優秀論文賞　蓮井�涼祐（早稲田大学／現新日鉄住金ソリューショ
ン（株））・棟近�雅彦（早稲田大学�理工学術院）・梶原�千里（早稲
田大学／現静岡大学）『与薬事故におけるプロセス要因の特定方法
の提案』「品質」Vol.�49，No.1，pp.82-94（2019）
・�研究奨励賞　小茂田�岳広（東京工業大学）『2値入出力系で計量
値を観測する場合の系間の性能比較に関する有意差検定』著者：
小茂田�岳広／宮川�雅巳「品質」Vol．49，No．3，pp．59-65（2019
・�品質技術賞　森�輝雄（森技術士事務所）『カンファレンス行列と
2水準ノイズを用いた直交計画によるパラメータ設計』著者：森�
輝雄／貞松�伊鶴／松浦�峻／田中�研太郎「品質」Vol．49，No．
3�pp．66-78（2019）
・�品質管理推進功労賞　野尻�節雄（前田建設工業（株）），松田�啓寿
（松田技術士事務所／元�ダイワ精工（株）），綿民�誠（（株）ジェイ
テクト）
・�優秀発表賞　南茂�尚義（横浜国立大学）『線形構造方程式モデル
に基づいた平均に対する因果効果の統計的推測』，Nursuhana�
Alauddin（Keio�University）『Application�of�Deming�Crite-
ria�to�implement�TQM�in�School�Education』，古川�晨輝（早
稲田大学）『地域包括ケアシステム構築の推進方法に関する研究』，
山内�隆哉（東京理科大学）『アルバイト面接における顔解析ツー
ルを用いた採用傾向の解析』

・�第 421 回（関西支部）事業所見学会：滋賀・オリエンタル酵母工
業びわ工場「食品製造における安全・安心，品質保証の体制，取組み」，
参加者27名

・�第 139 回講演会（日科技連東高円寺ビル）ばらつきからみた品質
管理の体系－ばらつき退治のこれまでとこれから－，参加者32名，
「ばらつきからみた品質管理の体系」仁科�健（愛知工業大学），「中
部支部産学連携研究会の活動報告」「学からの発信－ IoT × AI 時代
における統計的品質管理手法の展開ー」川村�大伸（名古屋工業大学），
「産からの発信－幾何特性の工程解析における問題提起と改善事
例ー」小川�文子（ナブテスコ）

・�第 419 回事業所見学会：福岡・TOTO小倉第一工場「商品の企画
段階からお客様のもとへお届けするまで，そしてお届けした後も－
創立以来の想いを胸に，絶え間ない革新と挑戦で新たな生活文化を
創造－」，参加者18名

・�JSQC規格「日常管理の指針」講習会－日常管理の本質を学ぶ－（福
岡・リファレンス駅東ビル），参加者12名，中條�武志

・�第 116回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者18名，
「リアル事例で学ぶ失敗しない商品企画－P7，Neo�P7 の実践法－」
小久保�雄介（成城大学）

・�第 422 回事業所見学会：小松製作所茨城工場「コマツの底力に学
ぶ－コマツ茨城工場は確かな品質と人に優しい環境を次の世代へ伝
えます－」，参加者18名

・�サービスエクセレンス部会／生産革新部会第8回知識共有会（東京
大学）講演「問題は会議室で起こっているんじゃない　生産現場で
起きているんだ !!」筑瀬�猛（シスコシステムズ合同会社）

・�第 9回科学技術教育フォーラム（誌上発表）「AI 時代の統計・デー
タサイエンス教育の体系化～初中等から大学・社会人教育への展開」
特別講演「新学習指導要領における情報活用能力の育成」鹿野�利春
（国立教育政策研究所／文部科学省），「新たな時代へのデータの活
用－問題解決とPDCA」鈴木�和幸（電気通信大学），2019年度デ
ミング賞本賞受賞者記念講演「問題解決のための実験計画法」永田�
靖（早稲田大学），「統計教育のための SSDSEの開発と活用」飯島�
信也（統計センター），招待講演「各種コンテストの普及に向けた
学校現場の現状と課題」橋本�三嗣（広島大学附属高等学校），第 1
回総務省統計データ分析コンペティション総務大臣賞受賞者講演
「医療政策や人口問題などについて統計データ分析を通して考えた
こと－統計データ分析コンペティションに参加して－」大段�利々子
（広島大学附属高等学校），第 63回日本学生科学賞文部大臣賞受賞
者講演「消費者視点と企業側視点からのインターネット購買データ
の分析」塩野�かなで（東京都立日比谷高等学校）

・�JSQC-Std�31-001（E）：2015「小集団改善活動の指針」（英語版）
制定

・�第１回Webトーク Zoomによるオンラインコミュニケーションと
コラボレーション，参加者50名，�
スピーカー：兼子�毅（東京都市大学）

・�第２回Webトーク�ISO規格開発における新型コロナウイルス対応
～ ISO/TC�69（統計的方法の適用）の例～，参加者 60 名，�
スピーカー：鈴木�知道（東京理科大学）

・�第 122 回研究発表会（誌上発表），参加者 47 名，発表 47 件，�
チュートリアルA：「デジタル前提社会がもたらす新たな顧客価値創
造のあり方」浅羽�登志也（IIJ イノベーションインスティテュート），�
B：「人材育成～品質を核にする教育の実践」村川�賢司（村川技術
士事務所）

・�第 118 回クオリティトーク（Web 開催），参加者 50名，「目から
ウロコの多変量解析－データ分析の極意に迫る7つの処方箋－」廣
野�元久（（株）リコー）

・�JSQC-Std�41-001（E）：2017「品質管理教育の指針」（英語版）
制定

・�第 119 回クオリティトーク（Web 開催），参加者 25名，「アジャ
イル開発のプロジェクトマネジメントと品質マネジメント－ 58の
Q&Aで学ぶ－」居駒�幹夫（青山学院大学）

・�第 125回 QCサロン（日科技連・大阪事務所／Web&ハイブリッ
ド開催）「TQMとビジネスモデル」今野�勤（神戸学院大学）」

・�第 21回「安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショッ
プ（Webex�Event によるオンライン開催），参加者81名，社会の
変化と人の育成－学習機会の減少，過酷な状況への対応，自動化の
進展がもたらすもの－「現状の運転員訓練の状況と課題の考察」五
福�明夫（岡山大学），「過酷な状況に適切に対応するための訓練の在
り方」北村�正晴（東北大学），「高度自動化時代におけるヒューマン
ファクター」眞鍋�俊哉（日本航空（株））

・�第 50回年次大会（オンライン開催）発表49件＋企画セッション１，
参加者212名
・�会長　棟近�雅彦
・�新会長講演「これからの品質管理と品質管理学会の課題～ TQM
の推進による「価値創造経営」の基盤づくり～」二橋�岩雄
・�名誉会員　圓川�隆夫
・�顧問　大久保�尚武（積水化学工業（株）），小原�好一（前田建設工
業（株）），棟近�雅彦（早稲田大学）
・�最優秀論文賞　下野�僚子（東京大学）・秋永�理恵（飯塚病院）・水
流�聡子（東京大学�大学院）『臨床検査業務における特性要因図を
用いた力量評価項目導出方法の有用性検証』「品質」Vol.�50，
No.3，pp.46-56（2020）
・�研究奨励賞　神田�博（横浜国立大学�大学院）『重み付き条件付き
操作変数推定量の性質と工程解析への応用』著者：神田�博／黒木�
学「品質」Vol．50，No．2�pp．48-58（2020）
・�品質技術賞　松本�哲夫（ユニチカ（株））『非直交実験の実務への
適用』著者：松本�哲夫／芦髙�勇気「品質」Vol．49，No．4�
pp．63-70（2019）
・�品質管理推進功労賞　澤田�昌志（アイシン精機（株）），清水�義浩
（東レグループ　滋賀殖産（株）），誉田�直美（（株）イデソン／元
日本電気（株））
・�優秀発表賞　石田�敬人（ジェンサームジャパン）『品質部門スタッ
フ業務の自工程完結』，後藤�康太（名古屋工業大学）『多品種少量
生産における多変量階層ベイズ管理図』，南茂�尚義（横浜国立大学）
『回帰係数の不偏推定量を導く部分的 L1正則化法の提案』，野口�
愛矢子（千代田グラビヤ）『コンバーター視点による消費者ニーズ
を反映した食品用包装袋の品質改善』
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12月

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�4認定機関（CNAS-JAB-
KAB-TAF）会議（北京；
中国）

・�ASQ創設 70年

・�APLAC/PAC合同年次総
会（台北；台湾）

・�EOQ創設 60年

・�IAQ創設 50年

・�ICQCC’16（バンコク；
タイ）開催

・�ANQ�Congress�2016�
Vladivostok（ウラジオ
ストク；ロシア）

・�IAF-ILAC 合同年次総会
（ニューデリー；インド）

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�第 7回WCSQ（リマ；ペ
ルー）開催

・�第５回Global�Summit�of�
World�Quality�Organi-
zation（シャーロット；
米国）開催

・�APLAC/PAC合同年次総
会（バンコク；タイ）

・�ISQFD’17-Tokyo 開催

・�ANQ�Congress�2017�
Kathmandu（カトマン
ズ；ネパール）
“Quality� Culture� for�
Sustainable�Prosperity”

・�IAF-ILAC合同年次総会（バ
ンクーバー；カナダ）

・�ICQCC’17（マニラ；フィ
リピン）開催

� �

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�APLAC/PAC合同年次総
会（京都；日本）

・�ANQ�Congress�2018�
Almaty（アルマティ；カ
ザフスタン）
“The�Future�of�Quality�
Leadership�in�IT-Age”

・�ICQCC’18（シンガポール）
開催

・�IAF-ILAC合同年次総会（シ
ンガポール）

・�APLACとPACが統合し，
APAC（アジア太平洋認
定協力機構）が発足

・�IAF-ILAC中間会議（メキ
シコシティ；メキシコ）

・�APAC 年次総会（シンガ
ポール）

・�TAF と風力発電分野にお
ける技術協力の覚書を締
結（JAB）

・�ICQCC’19-Tokyo開催（東
京）

・�IAF-ILAC合同年次総会（フ
ランクフルト；ドイツ）

・�ANQ�Congress�2019�
Bangkok，Thailand
“Quality� Innovation�for�
Sustainability”

・�IAF-ILAC 合同年次総会
（バーチャル会議）

・�ANQ�Congress�2020�
Seoul（オンライン開催）
“New�Quality�&�New�
Trust：�Measuring�and�
Shar ing � o f � Qua l i ty�
Trust�Index（QTI）”.

・�APAC 年次総会（オンラ
イン会議）

・�ICQCC’20（ダッカ；バン
グラデシュ）開催
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・�QCサークル推進石川馨賞
創設（JUSE）

・�第 2回 JABアワード表彰
式及び事例報告会（JAB）

・�賛助会員特典月例講演会
開始（JUSE）

・�日本科学技術連盟創立 70
周年（JUSE）

・�第3回JABアワード「ISO
マネジメントシステム有
効活用表彰」公募（JAB）

・�飯塚悦功理事長就任（JAB）

・�第 102 回品質管理シンポ
ジウム「感動と安心への
品質創造と品質保証－
ICT を活用した地球規模
での感動・安心の創出－」
（JUSE）

・�第 9 回「企業の品質経営
度調査」実施（JUSE）

・�平成 28 年度第 1 回医療
機器安全管理講習会（東
京・全日本病院協会）―
医療現場における生体情
報モニタ，ナースコール
の現状と課題について―
全日本病院協会主催，日
本品質管理学会共催

・�食品安全マネジメントシス
テムJFS-C 認証（JFS-C）
認定事業開始（JAB）

・�第 1 回サービス標準化
フォーラム（経団連会館）
～ BestPractice に学ぶ
サービス品質～日本品質
管理学会，サービス学会，
日本規格協会共催

・�標準化と品質管理全国大
会「ジャパンクオリティ
―標準化で，世界をつな
げる。―」（JSA）

・�シックスシグマ国際規格
説明会～ISO18404，�
ISO13053-1，ISO13053-2�
に関する活用と今後の展
開～の開催（JSA）

・�第 103 回品質管理シンポ
ジウム「IoT 時代における
品質管理の役割と重要性
―IoT 時代の品質保証と
TQMの姿を探る―」
（JUSE）

・�研修コースを国内で 5回
実施（AOTS）

・�IATF16949 自動車サプ
ライヤー QMS 規格説明
会の開催（JSA）

・�A-TQMセミナー開催
（JUSE）

・�第 5 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「2015 年版の運用後に検
出された課題とその対応」
（JAB）

・�第 3 回 JAB アワード表
彰 式 及 び 事 例 報 告 会
（JAB）

・�JISZ9020-1，2 管 理 図
規格改正説明会の開催
（JSA）

・�標準化人材育成プログラ
ムとして，標準化の活用
を主題とした“戦略的標
準化活用基礎講座（1日）
及び規格作成のエキス
パート養成を主題とした
規格開発エキスパート講
座（4日間）の開催（JSA）

・�機関紙『クオリティ・ク
ラブ』刊行（JUSE）

・�エネルギーマネジメント
システム（EnMS）PAC
相互承認協定（MRA）に
署名（JAB）

・�JSA�Webdesk開設（JSA）

・�第 104 回品質管理シンポ
ジウム「変化に対応でき
る，変化を生み出せる組
織能力の獲得」－TQMの
実践と品質賞への挑戦を
通した成功例をもとに現
状を検証する－（JUSE）

・�JSA規格制度の創設
（JSA）

・�標準化と品質管理全国大会
「ジャパンクオリティ―モ
ノづくりから未来づくり
まで―」（JSA）

・�「品質経営懇話会」の創設
（JUSE）

・�JSA 規格第一号『JSA-
S1018：2017 温度管理
保冷配送サービス－輸送
過程での積替えを伴う保
冷荷物の陸送に関する要
求事項』発行

・�ASME/PED 規格説明会
の開催（JSA）

・�第 2 回サービス標準化
フォーラム（日本橋三井
ホール）「サービスエクセ
レンスの実現―共創を取
り入れた標準化―」“Ser-
vices�standardization–
from�basics�to�Service�
Excellence”（60分／同
時通訳）
Daniela�Rickert（ドイツ
規格協会/DIN�Standards�
Committee�Manager）

・�第 105 回品質管理シンポ
ジウム「顧客価値の創造
活動と品質経営力のさら
なる強化」～顧客のソ
リューションを提供し，
顧客価値を最大に向上す
るビジネスモデルによる，
新たな TQM 活動の展開
～（JUSE）

・�研修コースを国内で 6回
実施（AOTS）

・�QCサークル石川馨賞（事
務・販売・サービス部門）
創設（JUSE）

・�ICAOCORSIA 検 証認定
事業開始（JAB）

・�JAB25周年記念フォーラ
ム（JAB）

・�第 6 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「2015 年版の有効活用と
構築のポイント」（JAB）

・�第 9 回 QC サークル活動
（小集団改善活動）の全国
実態調査の実施（JUSE）

・�JISQ15001：2017 個
人情報保護マネジメント
システム規格改正説明会
の開催（JSA）

・�ISO45001：2018（労働
安全衛生マネジメントシ
ステム規格－要求事項及
び利用の手引）発行（JSA）

・�英国規格協会（BSI）との
協力協定締結（JSA）

・�エネルギーマネジメント
システム（EnMS）IAF 相
互承認協定（MLA）に署
名（JAB）

・�JUSE- エグゼクティブセ
ミナー開講（JUSE）

・�第 106 回品質管理シンポ
ジウム「お客様第一を追
求する新価値創造の強化」
～日本流の強みを活かし
た新価値創造のさらなる
挑戦～（JUSE）

・�ドイツ規格協会（DIN）及
びドイツ電気電子情報技
術委員会（DKE）との協
力協定締結（JSA）

・�ISO22000：2018（食品
安全マネジメントシステ
ム－フードチェーンのあ
らゆる組織に対する要求
事項）発行（JSA）

・�第 10 回「企業の品質経
営度調査」実施（JUSE）

・�ISO22000：2018 食 品
安全マネジメントシステ
ム規格改訂説明会の開催
（JSA）

・�BigData，Data�Science�
and�Machine�Learning
についての特別講演会（積
水化学工業（株）京都研
究所）「Big�Data，Data�
Science�and�Machine�
Learning の近年に見られ
る発展と今後の展望」Prof.
Vijay�Nair（The�former�
President�of� ISI（Inter-
national�Statistical� In-
stitute：国際統計協会：
統計に関する国際学会）
Hea d，S t a t i s t i c a l�
L e a r n i n g � a n d � A d -
vanced� Computing，
Wells� Fargo�The�D.A.�
Darling�Professor� of�
Statistics�and�Prof.�of�
Industrial� and�Opera-
tions� Engineering� at�
the�University�of�Mich-
igan�Fellow�of�ASQ）

・�GHS 国連文書に基づく
JIS 規格 JISZ7252 及び
JISZ7253 改正動向説明
会の開催（JSA）

・�温室効果ガス（GHG）妥
当性確認・検証 IAF 相互
承認協定（MLA）に署名
（JAB）

・�標準化と品質管理全国大会
「未来を拓く価値創造と標
準化―モノづくりから
サービスまで―」（JSA）

・�フランス規格協会
（AFNOR）との協力協定
締結（JSA）

・�第 107 回品質管理シンポ
ジウム：顧客価値創造に
貢献できる品質に拘り続
ける組織と人材の育成─
風土化された組織能力
（〇〇〇Way）の構築と
強化─（JUSE）

・�JISQ45001・45100 労
働安全衛生マネジメント
システム規格制定説明会
の開催（JSA）

・�研修コースを国内で 5回
実施（AOTS）

・�第 7 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「実態から考える第三者認
証制度の課題と期待～社
会に認知され，信頼され
るには～」（JAB）

・�イベントサステナビリティ
マネジメントシステム
（ESMS）認定 事 業開 始
（JAB）

・�一般財団法人日本規格協
会，日本規格協会ソリュー
ションズ（株），一般財団
法人日本要員認証協会の
三法人から成る日本規格
協会グループとして始動
（JSA）

・�環境マネジメントシステ
ム（EMS）審査員の要員
認証業務を一般社団法人
産業環境管理協会環境マ
ネジメントシステム審査
員 評 価 登 録 セ ン タ ー
（CEAR）から移管（JSA）

・�スイスのジェトロ・ジュ
ネーブ事務所内に共同事
務所開設（JSA）
品質経営懇話会中間報告
公開（JUSE）

・�JISQ45100 労働安全衛
生マネジメントシステム
（J-OHSMS）認定事業開
始（JAB）

・�第 108 回品質管理シンポ
ジウム「産業競争力の更
なる向上を狙った品質経
営活動の強化」～ IoT 時
代における企業価値の最
大化に向けたホワイトカ
ラーの生産性向上のあり
方～（JUSE）

・�ISO26262（自動車分野
の機能安全）逐条解説セ
ミナーの開催（JSA）

・�リスクマネジメント規格
JISQ31000：2019規格
改正説明会の開催（JSA）

・�マネジメントシステム監
査の指針 JISQ19011：
2019 規格改正説明会の
開催（JSA）

・�化学物質管理セミナー
GHS分類演習コース（入
門編）の開催（JSA）

・�経済産業大臣より認定産
業標準作成機関の第一号
として認定（JSA）

・�技能試験提供者 ILAC 相
互承認協定（MRA）に署
名（JAB）

・�標準化と品質管理全国大会
「未来を拓く価値創造と標
準化―新時代の品質を考
える―」開催（JSA）

・�SQiP ソフトウェア品質保
証部長の会」活動 10 周
年（JUSE）

・�中国標準化協会（CAS）
との協力協定締結（JSA）

・�国立研究開発法人産業技
術総合研究所との標準化
活動に関する包括協定締
結（JSA）

・�ASMEB＆PVCode2019
改訂要点説明会の開催
（JSA）

・�第 109 回品質管理シンポ
ジウム「顧客価値創造と
組織能力強化の連携によ
る企業存在価値の最大化」
～これからの品質経営の
枠組みの提案～（JUSE）

・�研修コースを国内で 4回
実施（AOTS）

・�第 8 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「ISO9001：2015 及 び
ISO14001：2015 移 行
後の更なる活用」（JAB）

・�IT サービスマネジメント
システム（ITSMS）認定
事業の一時停止（JAB）

・�道路交通安全マネジメン
トシステム（RTSMS）認
定事業の一時停止（JAB）
・�N-RTS マネジメントシス
テム（N-RTSMS）認定事
業の一時停止（JAB）

・�JAS（日本農林規格）に
ついての調査分析，規格開
発，研修の業務開始（JSA）

・�カナダ規格協会
（CSAGroup）との協力
協定締結（JSA）

・�ISO/IEC17011：2017
移行承認（JAB）

・�品質経営懇話会一次報告
書公開（JUSE）

・�標準物質生産者 ILAC 相
互承認協定（MRA）に署
名（JAB）

・�新しい国際規格
（ISO31022：2020）で
磨く企業 /法律事務所の
新リーガルワーク規格説
明会の開催（JSA）

・�化学物質管理セミナー基
礎 か ら 分 か る 欧 州
REACH 規則セミナーの
開催（JSA）

・�JISCBA オンラインセミ
ナー「JIS マーク表示制
度～審査における指摘事
例と品質管理責任者の役
割～」開催　約 700 名が
参加（JSA）

・�ソフトウェア品質知識体
系（SQuBOK®）」第 3版
の発行（JUSE）

・�JISCBA オンラインセミ
ナー「JIS マーク表示制
度～審査における指摘事
例と品質管理責任者の役
割～」開催約 700 名が参
加（JSA）

・�第 110 回品質管理シンポ
ジウム「価値創造・品質
保証・安全確保に寄与す
る組織文化をつくる－人
の行動を変えるためのマ
ネジメントとその実践－」
（JUSE）

・�創立 75周年を迎える
（JSA）

・�海外の参加者向けオンラ
イン研修コースを 6回実
施（AOTS）
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・�2015 年度第 1 回フォー
ラム「交通システムのメ
ンテナンス～安全で安定
した輸送を目指して～」
（日科技連東高円寺ビル）
（REAJ）

・�第 31 回 FMES シンポジ
ウム（東京工業大学）「デ
ジタルビジネス人材育成�
～ IoT 時代のイノベー
ションに向けて～」講演
「IT 融合人材議論とイノ
ベーション経営に求めら
れる人材・組織」前田�信
太郎（IT コーディネータ
協会 IT 経営研究所），「デ
ジタルビジネス創出・定
着のための人材育成の現
状と今後」角田�千晴（一
般社団法人日本情報シス
テム・ユーザー協会，「デ
ジタルビジネス時代に向
けて産業界の求める人材
像」重木�昭重（日本電子
計算（株））（FMES）

・�第 38回年次総会
髙木賞「O-1 整数計画問
題を利用した欠陥検出向
けテストパターン選択法」
（2014 年 11 月号掲載）
志田�洋，樋上�喜信，阿萬�
裕久，高橋�寛（愛媛大学
大学院），ケーワル�サルー
ジャ（ウィスコンシン大学）
第 23 回春季信頼性シン
ポジウム優秀賞「エイジ
ングシステムにおける最
適な点検間隔に関する研
究 」（2015.6.30 発 表 ）
小山�尚晃，柏井�宏太，金�
路，鈴木�和幸（電気通信
大学大学院）
同シンポジウム若手奨励
賞「Tunnel�FET 構 造 に
よる放射線照射誘起寄生
バイポーラ効果低減」
（2015.6.30 発表）呉�研
（日本大学）
第 28 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「鉄道信
号装置の目標アベイラビ
リティ達成のための対策
決定法」（2015.12.15 発
表）岩田浩司，平栗�滋人，
渡辺�郁夫（公益財団法人
鉄道総合技術研究所），平
尾�裕司（長岡技術科学大
学）
同シンポジウム若手奨励
賞「季節変動を含む複数
の故障モードに対応した
オンライン状態監視デー
タの解析と保全への応用」
（2015.12.15 発表）片山�
航（電気通信大学大学院）
優秀記事コラム賞「品質
工学と信頼性工学を融合
させた信頼性評価」（2015
年 7月号掲載）松岡�敏成
（三菱電機（株））
「Si パワー半導体の現状と
信頼性（故障前解析の紹
介）」（2015年1月号掲載）
遠藤�幸一（（株）東芝）

・�第 24回春季信頼性シンポ
ジウム（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�平成 28 年度�春季研究発
表大会～ IoT 時代のロ
ボット技術で革新するメ
ンテナンス～（早稲田大
学）（SOPEJ）

・�第 32 回 FMES シンポジ
ウム（日科技連東高円寺ビ
ル）「新しいものづくり文
化　Safety�2.0 とは」中
村�英夫（日本大学），「ロ
ボットによる生産システ
ムと Safety2.0」小平�紀
生（日本ロボット工業会），
「ものづくり安全を支える
セーフティアセッサ /セー
フティベーシックアセッ
サ」有山�正彦（日本認証
（株））（FMES）

・�平成 28 年度�秋季研究発
表大会（三菱電機（株）名
古屋製作所）（SOPEJ）

・�2016 年度第 1回フォー
ラム「製品事故を繰り返さ
ないために～電子部品・電
子機器の品質リスクを考
える～」（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�第 39回年次総会（REAJ）
第 24 回春季信頼性シン
ポジウム優秀賞「リチウ
ムイオン二次電池の劣化
における充放電サイクル
数と待機時間の影響」
（2016.5.23 発表）横川�
慎二（電気通信大学），長
野�祐児（職業能力開発総
合大学校）
同シンポジウム若手奨励
賞「Analyzing� claim�
data� to� detect�major�
quality� problems� for�
QCMM」（2016.5.23 発
表）Meena�Watcharath-
iansakul（電気通信大学）
第 29 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「宇宙用
部品のシングルイベント
試験標準化活動」（2016.
11.24 発表）丸�明史，新
藤�浩之，鈴木�浩一（宇宙
航空研究開発機構）
同シンポジウム若手奨励
賞「導電性高分子の光劣
化に対する信頼性の検討」
（2016.11.24 発表）下田�
有紀（（株）村田製作所）
優秀記事コラム賞「機械
設計技術者等に対する機
械安全教育－失敗学と安
全学の融合－」（2016 年
1月号掲載）：梅崎�重夫（独
立行政法人労働者健康安
全機構�労働安全衛生総合
研究所），「実用発電用原
子炉運転技術における
リーダーシップ能力の向
上を目指して」（2016 年
1月号掲載）久郷�明秀（原
子力安全推進協会）

・�第 25 回春季信頼性シン
ポジウム（日科技連本部）
（REAJ）

・�平成 29 年度�春季研究発
表大会～実践！ IoT を活
用したスマートメンテナ
ンス～（早稲田大学）
（SOPEJ）

・�2017年度�第 1回フォー
ラム「システム安全の新た
な潮流－システム理論に
基づく新しい安全性解析
手法 STAMP ／ STPA の
活用－」（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�第 33 回 FMES シンポジ
ウム（パシフィコ横浜）
「Society5.0 における横
断型科学技術の重要性」
橋�誠壽（横断型基幹科学
技術研究団体連合），
「Society5.0 時代のもの
づくり変革」中村� 忠雄
（PwC コンサルティング
合同会社）（FMES）

・�第 30回秋季信頼性シンポ
ジウム（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�平成 29 年度�秋季研究発
表大会～設備管理イノ
ベーションが拓くものづ
くりの未来～（ダイキン
工業（株）テクノロジー・
イノベーションセンター）
（SOPEJ）

・�2017 年度第 2 回フォー
ラム「故障解析技術の活
用と伝承～そしてAI は活
用できるか～」（日科技連
東高円寺ビル）（REAJ）

・�第 40回年次総会（REAJ）
第 25 回春季信頼性シン
ポジウム若手奨励賞「An-
oteonastatisticaldetec-
tionofcascadingfailure-
forparal lelsystems」
（2017.5.31 発表）太田�
修平（法政大学）
第 30 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「テキス
トマイニングと機能共鳴
分析法を用いた自動車リ
コール情報の分析」（2017.
11.27 発表）横川�慎二，
國井�喬介（電気通信大学）
同シンポジウム若手奨励
賞「畳み込みニューラル
ネットワークを用いた設
備特性劣化のオンライン
モニタリングデータ分析」
（2017.11.27 発表）横澤�
成望（電気通信大学）
優秀記事コラム賞「航空
管制業務における「動的
な」信頼性と保全性」
（2017年 7月号掲載）狩
川�大輔（東北大学），青山�
久枝（電子航法研究所）
「リチウムイオン電池の信
頼性試験・安全性」（2017
年 1月号掲載）和田�哲明
（プライムアース EVエナ
ジー（株））
国際交流助成金　鄭�俊俊
（立命館大学），福田�卓海
（日本大学）

・�第 26回春季信頼性シンポ
ジウム（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�平成 30 年度�春季研究発
表大会～ IoT 時代のメン
テナンスビジネス～（早
稲田大学）（SOPEJ）

・�第 31回秋季信頼性シンポ
ジウム（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�平成 30 年度�秋季研究発
表大会（福岡・西日本総
合展示場）（SOPEJ）

・�2018 年度第 1 回フォー
ラム「社会システムの災
害復旧」（東京理科大学�森
戸記念館�第1フォーラム）
（REAJ）

・�第 34 回 FMES シンポジ
ウム（千葉工業大学）「JR
東日本の危機管理」石田�
昌也（JR東日本），「浦安
市の危機管理」河井�繁樹
（浦安市役所），「クラウド
サービスにおけるセキュ
リティ管理」勝見�勉（日
本クラウドセキュリティ
アライアンス），「避難計
画への数理技術の適用」
瀧澤�重志（大阪市立大学），
「実務としての避難シミュ
レーション」米山�照彦（構
造計画研究所）（FMES）

・�2018 年度第 2 回フォー
ラム「基礎から学ぶ製品
故障～故障はなぜ繰り返
すのか～」（日科技連本部
西新宿／大阪サテライト
会場）（REAJ）

・�第 41回年次総会（REAJ）
髙木賞　「鉄道信号装置の
目標アベイラビリティ達
成のための対策決定法」
（2016年 1月号掲載）岩
田�浩司，平栗�慈人，渡辺�
郁夫（鉄道総合技術研究
所），平尾裕司（長岡技術
科学大学）
「管理遅延時間を伴うシス
テムにおける故障時刻に
応じた最適修理行動の選
択」（2018年 1月号掲載）
北川�智大，弓削�哲史，柳�
繁（防衛大学校）
第26回春季信頼性シンポ
ジウム若手奨励賞　「IoT
を活用した放送所設備管
理の取組み」（2018.6.4
発表）影井�誠一郎（日本
放送協会）
第 31 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞　「踏切制
御子の送受信信号に着目
した高信頼な踏切制御の
実現とハードウェア開発」
（2018.10.29 発表）根間�
昴平，望月�寛（日本大学
大学院），中村�英夫（東京
大学大学院）
同シンポジウム若手奨励
賞
「運転方向回線絶縁監視手
法の検討」（2018.10.29
発表）長井�宏和，北岡�栄
一，木村�秀夫（西日本旅
客鉄道（株））
優秀記事コラム賞　「AI の
進化は故障解析に何をも
たらすのか～その期待と
リスク～」（2018 年 3月
号掲載）斎藤�彰（（株）村
田製作所）
国際交流助成金　松井�克
海（日本大学大学院）

・�第 27回春季信頼性シンポ
ジウム（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�2019 年度�創立 30 周年
記念�春季研究発表大会～
デジタルトランスフォー
メーション時代の設備管
理～（早稲田大学）
（SOPEJ）

・�2019 年度第 1回フォー
ラム「人工知能（AI）技術
の信頼性・安全性への活用
と課題」（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�第 32回秋季信頼性シンポ
ジウム（日科技連東高円
寺ビル）（REAJ）

・�2019 年度�秋季研究発表
大会～「大学×企業のち
から」でものづくりを強
化する～（秋田県立大学）
（SOPEJ）

・�第 35 回 FMES シンポジ
ウム（早稲田大学）「スマー
トメンテナンスのための
AI 応用設備診断」「AI 技
術を生かした知的設備診
断技術」陳山�鵬（三重大
学），「小型WiFi 振動セン
サと膨大なデータの分析
ツール�－ AI に利用する
データの整理とAI 診断結
果の評価への提案－」中
山�慎司（中山水熱工業），
「Digital�Twin� を用いた
Analytics�Based�Main-
tenance の方法論と事例
紹介」Mayoran�Majen-
dra（GE�Digital）（FMES）

・�第 42回年次総会（REAJ）
第 27 回春季信頼性シン
ポジウム優秀賞「従属故
障環境下での直列システ
ムに対する最適な周期的
取替え方策に関する一考
察 」（2019.5.31 発 表 ）
太田�修平（神奈川大学），
木村�光宏（法政大学）
同シンポジウム若手奨励
賞�「宇宙線起因中性子に
よるパワーデバイスのシ
ングルイベントバーンア
ウト評価」（2019.5.31
発表）浅井弘彰，緑川�正
彦，飯出�芳弥，谷�幸一，
杉本�憲治（HIREC（株））
第 32 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「ソルダ
ペーストの熱的挙動とボ
イド低減」（2019.11.11
発表）李�建永，高橋�政典，
土屋�英晴，新子�比呂志
（（株）クオルテック）
同シンポジウム若手奨励
賞「予告時間の短縮によ
る踏切道内を通行中の歩
行者への影響検証結果」
（2019.11.11 発表）鏑木�
俊暁（鉄道総合技術研究
所）
優秀記事コラム賞「人工
知能を用いたシステムの
安全性保証の考え方」
（2019年 3月号掲載）石
濱直樹，片平�真史（宇宙
航空研究開発機構）
国際交流助成金　福田�卓
海（日本大学大学院）

・�第 33 回秋季信頼性シン
ポジウム（オンライン開
催　拠点：一般財団法人
日科技連�東高円寺ビル）
（REAJ）

・�2020 年度�秋季研究発表
大会「ポストコロナの設
備管理」－新しい形のも
のづくりとコトづくり－
（福井市地域交流プラザ）
（SOPEJ）
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5月

6月

8月

11月

6月

7月

12月

2月

5月

7月

9月

10月

12月

3月

5月

7月

8月

10月

9月
～11月

11月

2月

3月

4月

6月

7月

8月

9月

11月

12月

・�日銀，マイナス金利を初
導入

・�熊本地震，死者150人超
熊本県を震源とする地震
が発生し，震度７を観測
した。

・�オバマ米大統領が 27日，
現職の米大統領として初
めて被爆地・広島を訪問

・�消費増税，再延期
安倍首相は，17年 4月に
予定していた消費税率
10％への引き上げを 19
年 10 月に延期すること
を表明。

・�安倍首相は米ハワイ・オ
アフ島を訪れ，第２次世
界大戦で日米開戦の舞台
となった真珠湾をオバマ
米大統領とともに訪問。

・�リオデジャネイロ五輪，
過去最多41メダル獲得。

・�地球温暖化対策のパリ協
定発効

・�米大統領選でドナルド・
トランプが勝利。

・�「共謀罪」法が成立（7月
施行）

・�将棋の藤井四段が29連勝
中学３年生の最年少将棋
棋士，藤井聡太四段（15）
が，昨年 10 月のプロデ
ビューから負け知らずで
歴代最多29連勝を達成。

・�九州北部豪雨発生。死者・
不明41人

・�国連，核禁止条約採択

・�天皇陛下が退位される日
を「2019 年 4 月 30 日」
に閣議決定。

・�平昌五輪で最多メダル
第 23 回冬季五輪平昌大
会が２月，韓国で開催さ
れた。

・�藤井聡太四段が第 76 期
順位戦C級 2組 9回戦で
C級 1組昇級を確定させ，
規定により中学生初の五
段に昇段

・�藤井聡太六段が，第 31
期竜王ランキング戦 5組
準決勝で，史上最年少で
七段に昇進

・�日銀が政策修正，金利上
昇容認

・�平成30年7月豪雨が発生。
6 月 28 日から 7 月 8 日
にかけて大雨が降り，死
者200人以上

・�平昌オリンピックで 2連
覇を達成したフィギュア
スケートの羽生結弦が個
人としては史上最年少と
なる 23 歳で国民栄誉賞
を受賞

・�台風 21 号が日本列島に
上陸

・�テニス全米オープン決勝
で，大坂なおみが優勝し，
日本人選手初となるテニ
ス 4大大会での総合優勝
を達成。

・�はやぶさ 2搭載の「MAS-
COT」を「リュウグウ（小
惑星）」に向けて分離する
ことに成功，「リュウグウ」
への着陸成功を確認

・�築地市場が 83 年の歴史
に幕。10 月 11 日から豊
洲市場に移転。

・�安倍首相は，「第 1回天皇
陛下の御退位及び皇太子
殿下の御即位に伴う式典
委員会」を開催し，立太
子の礼（立皇嗣宣明の儀）
と皇室の儀式（朝見の儀）
の挙行日を 2020 年 4 月
19日に決定した

・�水星探査機「みお」の打
ち上げに成功。2025 年
に水星に到着予定。

・�JR東日本は，山手線新駅
の駅名を『高輪ゲートウェ
イ駅』と決定。同駅は
2020 年春に暫定的に開
業し，2024 年に本格的
に開業予定。

・�イチロー引退
米大リーグ，マリナーズ
のイチロー外野手が 3月，
45歳で現役を引退。

・�令和へ代替わり
天皇陛下は 5月 1日に即
位され，令和の時代が始
まった。

・�京都アニメーション放火
「京都アニメーション」第
1 スタジオが放火され，
死者 36人，負傷者 33人
と平成以降の火災では死
傷者が最多の惨事に

・�ゴルフ全英女子オープン
で，渋野日向子が海外メ
ジャー制覇。

・�消費税 10％に，軽減税率
導入
10月１日，安倍政権は消
費税を10％に引き上げた。

・�台風 19 号が静岡県に上
陸した後，関東地方を縦
断し，気象庁は 13 都県
に大雨特別警報を発表し
た。記録的大雨に見舞わ
れ，河川の氾濫や土砂崩
れが相次いだ。死者は 90
人を超え，住宅被害は約
９万戸に上った。

・�沖縄・首里城火災，正殿
など焼失
31日未明，那覇市の世界
遺産，首里城跡に復元され
た首里城の正殿から出火。

・�ラグビー第９回ワールド
カップ（Ｗ杯）日本大会が
９月20日から11月２日
まで開催。日本代表は史上
初の８強入りを決めた。

・�ローマ教皇が 38 年ぶり
来日

・�新型コロナウイルス感染
拡大防止のため，緊急事
態宣言発出。文部科学省
が全小中高休校要請

・�高校野球春・夏大会，新
型コロナウイルス感染対
策として中止。

・�東京五輪・パラリンピッ
ク１年延期

・�新型コロナ感染拡大緊急
事態宣言を発令。

・�「あおり運転罪」創設
「あおり運転罪」を創設し
た改正道路交通法が２日，
国会で成立。

・�レジ袋有料化スタート

・�九州一帯を記録的な豪雨が
襲い，多くの河川が氾濫し
て大規模な水害が発生。

・�藤井聡太七段最年少タイ
トル
棋聖，王位獲得。史上初
の「10 代二冠」を達成，
同時に八段昇段の最年少
記録も樹立。

・�テニス・大坂なおみが全
米オープン優勝
・�菅首相誕生新内閣発足
自民党の菅義偉総裁が 16
日，第 99代首相に就任。

・�立皇嗣の礼
秋篠宮文仁親王殿下が皇
位継承順位１位の皇嗣と
なられたことを示す「立
皇嗣の礼」が８日，皇居・
宮殿で行われた。

・�日本の小惑星探査機「は
やぶさ２」から分離され
たカプセルがオーストラ
リアに着地

2016年
（平.28）

2017年
（平.29）

2018年
（平.30）

2019年
（平.31/
令.4）

2020年
（令和2）
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